
081-I-2016 頼山陽　(岩波新書) 揖斐高 岩波書店
081-I-2017 ひらがなの世界　(岩波新書) 石川九楊 岩波書店
081-I-2018 なぜ難民を受け入れるのか　(岩波新書) 橋本直子 岩波書店
081-I-2019 不適切保育はなぜ起こるのか　(岩波新書) 普光院亜紀 岩波書店
081-I-2020 古墳と埴輪　(岩波新書) 和田晴吾 岩波書店
081-I-985 迷いのない人生なんて　(岩波ジュニア新書) 共同通信社 編 岩波書店
081-I-986 ムクウェゲ医師、平和への闘い　(岩波ジュニア新書) 立山芽以子 岩波書店
081-I-987 フレーフレー！就活高校生　(岩波ジュニア新書) 中島隆 岩波書店
146-N 10代のための疲れた心がラクになる本 長沼睦雄 誠文堂新光社
210-S 写真でみる紫式部の有職装束図鑑 仙石宗久 創元社
280-M ヤバすぎる!偉人の勉強やり方図鑑 真山知幸 大和書房
280-Y 彼女たちの20代 山口路子 ブルーモーメント

289-M 三淵嘉子と家庭裁判所 清永聡 日本評論社
320-K 新おとめ六法 上谷さくら KADOKAWA
326-T 刑の重さは何で決まるのか　（ちくまプリマー新書） 高橋則夫 筑摩書房
327-J 高校生も法廷に!10代のための裁判員裁判 牧野茂 監修 旬報社

280 361-H タイパの経済学　（幻冬舎新書） 廣瀨涼 幻冬舎
M 366-N-15 俳優になるには 山本健翔 ぺりかん社

366-N-90 愛玩動物看護師になるには 大岳美帆 ぺりかん社
366-N-129 ケアマネジャーになるには 宇田川廣美 ぺりかん社
368-M-3 歪んだ幸せを求める人たち　（新潮新書） 宮口幸治 新潮社
375-N 中高生のための「探究学習」入門　（光文社新書） 中田亨 光文社
376-N 哲学部・宗教学部 浅野恵子 ぺりかん社
481-K モフモフはなぜ可愛いのか　（新潮新書） 小林朋道 新潮社
486-M-2 バッタを倒すぜアフリカで　　（光文社新書） 前野ウルド浩太郎 光文社

361 596-N いも くり なんきん、ときどきあんこ 中川たま 文化学園文化出版局

H 596-O 午前7時の朝ごはん研究所 小田真規子 ポプラ社
726-ｶ だれのせい? ダビデ・カリ green seed books

801-T 通訳者・翻訳者になる本 イカロス出版
810-M 校閲記者も迷う日本語表現 毎日新聞校閲センター 毎日新聞出版
913-ｱ 私たちの特別な一日　（創元文芸文庫） 飛鳥井千砂 東京創元社
913-ｳ 魔女たちのアフタヌーンティー　（角川文庫） 内山純 KADOKAWA
913-ｵ spring 恩田陸 筑摩書房
913-ｷ 神に愛されていた 木爾チレン 実業之日本社

913 913-ｻ うまいダッツ 坂木司 文藝春秋
シ 913-ｼ ネコシェフと海辺のお店　（角川文庫） 標野凪 KADOKAWA

913-ｽ 告白撃 住野よる KADOKAWA
913-ﾊ 板上に咲く 原田マハ 幻冬舎
913-ﾎ-5 言葉の園のお菓子番　未来への手紙　（だいわ文庫） ほしおさなえ 大和書房
913-ﾐ 俺達の日常にはバッセンが足りない　（双葉文庫） 三羽省吾 双葉社
913-ﾔ マリリン・トールド・ミー 山内マリコ 河出書房新社
914-ﾔ 結婚とわたし　（ちくま文庫） 山内マリコ 筑摩書房
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　30歳を目前に会社の後輩と婚約した千鶴は、学生時代からの仲間の響貴が自分への恋心を
隠しているのが気がかりでした。そのため、「告白させて、失恋させたい」という友情のための告
白作戦を共通の友人・果凜と計画します。その作戦は実行されますが、予想外の展開を見せま
す。男女の友情は有り？結婚とは？恋とは？はっきりさせたい千鶴と関係を壊したくなくて気持ち
を隠した響貴のどちらかに共感する人もいれば、この二人にモヤモヤする人もイライラする人い
るかもしれませんね。

　昨日9月17日は十五夜（中秋の名月）でした。月見団子を備え、スス
キを飾ってお月見をする人も減ってきてしまっているようですが、楽しん
だ人はいましたか？　古代から日本人は月を眺め、そして月にたくさん
の名前を付けてきました。図書館には『月の名前』（高橋順子 著）とい
うたくさんの月の名前を解説している本もあります。この機会にぜひ！

立川女子高等学校図書館　　

今月の新着図書から

『ヤバすぎる！偉人の勉強やり方図鑑』
真山知幸/著　　　　　大和書房

　教科書に出てくる有名な偉人たち。偉人と言われるからには、勉強をたくさんしてきたのだと思
いますよね。やはりこの人たちは、学校の勉強だけでなくそれ以外にも独特な勉強をしていまし
た。それを紹介した本です。例えば、太宰治は原稿用紙1枚の文章を書くのに、２～３回は大きな
辞書をひいて間違えないようにしたとか、ゴッホは自分が好きな絵をひたすら集めて繰り返し模
写をしたとか、エジソンは本に載っていた実験を全部やってみたとか。自分が好きなことや得意
なことをするためにも、やはり勉強は大事です。

住野よる/著　　　　　KADOKAWA

『ネコシェフと海辺のお店』

廣瀬涼/著　　　　　幻冬舎

『告白撃』

『タイパの経済学』

　スポーツや映画は結果（結末）だけわかれば良い、動画は倍速視聴。そんな人が増えているの
だそうです。これは、市場にコンテンツがたくさんあり過ぎるため、他者とのコミュニケーションを
とるために、手間をかけずに経験した状態になりたいという欲求からなのだとか。純粋に体験や
作品を楽しみたいというのではなく、失敗して時間を無駄にしたくないという気持ちが強いのだ
そう。皆さんは共感できますか？こんな時代、せめて時間に余裕がある高校生のうちは、タイパが
悪いかもしれない読書の時間を大事にしてほしいと思いました。

　結婚してからずっと専業主婦の女性、人の顔色をうかがい本心を言えない女子高生、娘のこと
がいつも心配な高齢女性、別の職種や職場に移ることに自信が持てずにずるずると同じ仕事を
続けている女性など、現実から逃げ出したいと思っている人の前に、猫シェフが現れます。マイ
ペースで饒舌なこのシェフは、海辺にぽつんと立つ小屋で旬の魚料理を振舞ってくれます。美味
しい料理を食べ、心の中の本音と向き合う物語です。

標野凪/著　　　　　KADOKAWA


